
つくば市教育委員会 指導主事 中村 めぐみ

つくば市GIGAスクール構想
１人１台端末で実現する『つくばシームレス教育』



怜w

＜文部科学省＞ＧＩＧＡスクール構想の加速による学びの保障

つくばGIGAスクール構想

ネットワーク １人１台端末 クラウド運用

教育支援
システム

R02

R03･4

R05

・高速大容量
・充電保管庫
・校務支援システム
・Zoom接続テスト

・インターネット増速
・ﾛｰｶﾙﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄ

・インターネット増速

・効果的活用
・1人1アカウント
・端末持ち帰り要項
・ルーター支援
・BYODへの啓発
・学習者用
デジタル教科書

・リプレイス
・BYOD

・OS
・校内サーバー
・セキュリティ
・MDM
・クラウドアプリ活用
・教育データ利活用
・クラウド容量増設

・データエビデンス
・シームレス教育の進化

教えから学びへ、一人一人が豊かに生きる『シームレス教育」

つくば市の教育

スタディノート

SDGｓ未来都市・Society 5.0社会実装

学校ICT活用フォーラム
<東京会場＠つくば>

国がめざす教育の制度化
・令和の日本型学校教育
・教育データ利活用
・学習者用デジタル教科書
制度化

国がめざす教育

・クラウド化による学校
と家庭のシームレス化

・個別学習履歴取得
・1人1台端末での
新生活様式

・教育データ利活用によ
る授業力向上

・データエビデンス
・シームレス教育の進化

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=fydcRcZNaUySWH4MInVrwHFsML759rdBul4j10KpRRxUQUI4QktCVFJUV1Q1SlVPSERZVTdCMkxXNS4u


・Socity5.0時代の課題を解決し、
活躍できる人材の育成

・21 世紀型スキルの育成と社会力を高
めるためのＩＣＴ活用教育プログラム
「つくば７C学習」の開発

・SDGｓ（世界を変えるための１７の
目標）実践をSTEAMで解決できる

『付けたい力』がある ～つくばICT教育の源～

つくばGIGAスクール構想を成功させるために



つくばGIGAスクール構想を成功させるために

つくば７C学習



GIGAスクール
完成後の風景

つくば市は１１月から順次導入

つくばGIGAスクール構想がめざすものつくばGIGAスクール構想を成功させるために



具体の場面から考える

1人1台が運用できる仕組みづくり



個の学びを保障する 個別最適化・学習の個性化

個の興味関心・関心意欲を促進個の理解・思考を確保

21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用



個の興味関心、課題解決のプロセスの個性化

問題発見 ➡ 情報収集 ➡ 整理分析 ➡ まとめ表現

個別のデータ保存ができる ・・・・・ 1人1アカウント、クラウド
個別の学習場面の保障 ・・・・・・・ 学習ソフト・アプリ
授業の続きで持ち帰り学習 ・・・・・ 要項、充電、アップデート
全員がそれぞれの活動をする ・・・・ 高速大容量NW保障

21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用



つくばGIGAスクール構想を成功させるために

Microsoft
アカウント



つくばGIGAスクール構想を成功させるために

家庭への持ち帰り

・持ち帰り要項
・持ち帰り用充電
・破損時保障

つくばシームレス教育



つくばGIGAスクール構想を成功させるために

各種持ち帰りのためのしくみ



つくばGIGAスクール構想を成功させるために

各種持ち帰りのためのしくみ

モバイルルーター
の予算化



21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用

対話的学びによる個の思考の深まり

対話による多様な価値観の共有協働学習による課題解決



個の豊かな考えや情報をもとに対話しながらより多様な意見を

ｃ

個意見が共有・説明・吟味 ・・・・・ 共有フォルダ・機能
多様な意見の交流・変更・再構築・・・・ 共有ソフト・アプリ

セキュリティ
全員がそれぞれの活動をする ・・・・・ 高速大容量NW保障

個の問題発見から多面的へ 課題解決の見通し

協働的解決

21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用



つくばGIGAスクール構想を成功させるために

OSの機能やi-filter
などだけでなく運用面
でもセキュリティを高める

OSの機能

ICTリテラシーの育成
情報モラルの育成
道徳教育との連携



1人1台端末活用

日常に活用を位置づける仕組みづくり



つくばGIGAスクール構想 新しい生活様式

時間 児童生徒の活動 教育データ

８：００ 〇 登校完了
・端末を机に出す

↓
・端末ログイン

↓

クラウドログ開始
・セキュリティ
・アップデート

８：２０ 〇 スタディノート自動起動
・ログイン
・健康観察
（せんせいあのね）
・朝自習・読書
チャレンジングスタディ

児童生徒の健康状況
出欠確認・心理
読書データ
スタディログ

教育支援
システム連動



つくばGIGAスクール構想 新しい生活様式

Microsoftfoamsで作成した
健康観察フォーム

「せんせいあのね」
・休校期間中から活用

・ｽﾀﾃﾞｨﾉｰﾄと連動
・出欠
・健康チェック
・気持ちのお天気

〇 学力との相関
〇 児童生徒理解
〇 予防的生徒指導



つくばGIGAスクール構想 新しい生活様式

時間 児童生徒の活動 教育データ

８：３５ 〇 朝の会
・今日のスピーチ
・日課確認
・今日の連絡

・１分間スピーチ
ポートフォリオ

・連絡帳

８：４５ 〇 授業開始
・各教科におけるICT活用

・デジタルポート
フォリオ

・スタディログつくば７C学習における活用

国語 算数 プログラ
ミング

健康観察 スピーチ

教育支援
システム

教育支援
システム





ICT活用のためのコンテンツ作成

〇ICT活用事例を共有
する

ICT教育活用
実践事例集

※活用の指標となる



つくばGIGAスクール構想がめざすもの

PBL学習の言語活動場面に応じた端末活用



1人1台端末活用

実際の授業の様子



21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用

Onenote
classnotebook

つくば市立東小学校

社会 5年

「くらしを支える
工業生産」



21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用

Teams

つくば市立東小学校

理科 5年

「ふりこのはたら
き」



21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用

Teams

つくば市立春日学園
義務教育学校

国語 ６年

「町の幸福論」



スタディノート実現する主
体的・対的で深い学び

～学習指導要領改訂を体現する～

つくば市総合教育研究所 指導主事 中村めぐみ



主体的・対話的・深い学びにするために

主体的な学び

なんで？
どうして？
おもしろそう？
知りたい！！

興味・関心
こうなりた
い！これを
学びたい！

課題設定の場面で興味関心
を引き出す



教科書の資料 書き込ませる

着目させたい資料を
ノートに配付

資料に着目させ
興味関心を持たせる

スタディノートを活用した実践

課題設定場面での授業実践例

？



植物等の撮影

持ち込めないもの等の
画像化

スタディノーを活用した実践

情報収集場面での授業実践例

実技や実験等の
録画

実験等の撮影



主体的・対話的・深い学びにするために

対話的な学び

様々な場面での対話

情報活用や情報の共有をす
ることで対話を促す

クラスの友達 地域の人 遠くの友達



掲示板で情報を共有する

スタディノーを活用した実践

情報収集場面での授業実践例



マップ機能で視覚的に情報をまとめる

スタディノーを活用した実践

情報収集場面での授業実践例



スタディネットで情報を共有する

自分たちの考え

クラスで共有

クラス全体の対話へ

スタディノーを活用した実践

情報収集場面での授業実践例



情報の活用 表やグラフに整理

画像化した情報を
整理・分析

「整理する」

スタディノーを活用した実践

整理分析場面での授業実践例



まとめる 表現の工夫

相手に分かりやすく
伝える表現の工夫

説明する

研究の実践 指導モデルを活用した実践 47

まとめ・表現場面での授業実践例



21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用



[指導のためのデータ]

〇 支援のためのデータ

・下学年との関連

・過去のつまづぎ傾向の

分析デー タ

[学習者理解のためのデータ]

■ 学習理解度

■ 応用力・活用力の定着度

■ 学習のつまづき

必要な教育データ

21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用



21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用

6年生マインクラフトでパラリンピックの
会場づくり(スクラッチ）



場面ごとの教育データの取得

AIドリルによる
個別学習履歴の活用

学習目標ごとの理解度の確認

個人の理解度の確認

単元の展開時や、 まとめにおける、 学

習者の理解状況把握のためのデータとし

て活用。

■ 学習理解度 ■ 学習のつまずき



実践授業後の児童の感想

○ 自主学習ノートの記述から

・友達の違う考えを知ることができた
・自分がノートに考えをまとめる時に参考になった



(人)

児童の変容及び意識調査から（p.13図２）

質問１
考える活動をするときどちらの方が考えやすいですか

質問２
表現する活動をするときどちらの方が表現しやすいですか

(人)

資料を作成する

意見を整理する

21世紀型スキルの育成と1人1台端末の活用



1人1台の運用の仕組みづくり

教育委員会の役割



教育委員会の役割

• 先生方が不安なく使えるようにする

• 先生方がより良い活用ができるようにする

• 学習（指導）が充実するよう環境を整える

GIGAスクール構想によるICT環境の整備



教育支援システム
データプラットフォー

ム

教育支援システム
データプラットフォーム

デジタルポートフォリオ 個別学習ログ 使用ログ

OSアプリと連携 WEBアプリと連携 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書と連携

CBT
教育支援システム

AI分析
先生 子供+保護者

つくばGIGAスクール構想がめざすもの



効果的
効率的

授業の構築

スタディログによる児童理解

発問 焦点化 支援

授業後の理解度の確認

自己を知る 保護者支援家庭学習

1人1台端末によるデータ利活用で授業力向上

つくばGIGAスクール構想 新しい生活様式



ICT活用のためのコンテンツ作成

〇ICT活用事例を共有
する

ICT教育活用
実践事例集

※活用の指標となる



手引き 手引き 手引き

先生 先生先生 先生 先生 先生

市内
全学園

時代の先を見据えた教育の推進



学校ICT教育推進委員による活動

提案授業
授業公開

実践事例報告
冊子・WEB



☑ 先生方のＩＣＴ機器活用のスキルアップと授業改善のため
のＩＣＴ活用方法のための研修を行っています。

・情報教育担当者研修
・ネットワーク管理研修
・ホームペー ジ研修
・プレゼンテーション研修
・校務ソフト研修
・スタディノート研修
などを行い，各学校のＩＣＴ教育の充実を図ります。

ICT 教育充実のための研修
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～教えから学びへ～
子供たち一人一人の深い学びの実現を


